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次
回
は
、﹁
市
の
準
備
状
況

と
自
分
で
で
き
る
対
策
﹂

（＝問い合わせ先）の電話番号は各部署への直通電話の番号です

療
費
総
額
は
約
49
億
6
4
5
7

万
円︵
一
部
負
担
金
含
む
︶で
、

前
年
度
に
比
べ
0
・
92
％
増
加

し
ま
し
た
。ま
た
、
1
人
当
た
り

の
年
間
医
療
費
総
額
は
約
65
万

円︵
一
部
負
担
金
含
む
︶と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
6
・
56
％
増
加

し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、市
が
負

担
し
た
費
用
は
4
億
3
3
8
9

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
8

・
54
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

上
手
に
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
は
、
病
気
や
け
が
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
み
な
さ
ん
の
経
済
的
な
負

担
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
を
心

が
け
、
医
療
機
関
に
は
上
手
に

か
か
り
ま
し
ょ
う
。

心
が
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

①
診
療
時
間
内
に
医
療
機
関
に

か
か
り
ま
し
ょ
う
…
診
療
時
間

外
に
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、

　

急
速
な
高
齢
化
や
生
活
習
慣

病
な
ど
慢
性
疾
患
患
者
の
増

加
、
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
か

ら
、
老
人
医
療
費
は
高
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
平
成
17
年
度
の
老
人
医

時
間
外
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

緊
急
の
場
合
な
ど
は
、
や
む
を

得
ま
せ
ん
が
、な
る
べ
く
時
間
内

に
か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

…
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
と
、
そ
の
都
度
初

診
料
な
ど
が
か
か
り
ま
す

③
薬
は
用
法
・
用
量
を
守
っ
て

飲
み
ま
し
ょ
う

④
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し

ょ
う
…
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

決
め
て
お
く
と
、
家
族
の
病
歴

な
ど
を
把
握
し
た
上
で
診
察
し

て
も
ら
え
ま
す

⑤
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

…
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
の

た
め
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

老
人
保
健
法

　

医
療
費
通
知
書
ご
利
用
を

　

老
人
保
健
法
医
療
費
通
知
書

は
、
み
な
さ
ん
が
老
人
保
健
で

受
診
し
た
医
療
費
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
、
受
診
し
た
医
療
機
関

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
と
老
人
医
療

受
給
者
を
対
象
に
、
保
健
師
に

よ
る
訪
問
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

1
カ
月
に
3
カ
所
以
上
の
医

● 

保
健
師
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実
施

体
調
な
ど
の
相
談
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

県
内
で
は
、
阪
神
･
淡
路
大

震
災
︵
平
成
7
年
1
月
17
日
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
︶
と
同
程

度
の
大
地
震
が
い
つ
起
き
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
市

内
で
も
大
き
な
被
害
が
出
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
︵
下
表
︶
。

　

ま
た
、
発
生
の
切
迫
性
は
な

い
が
、
市
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
る
と
想
定
さ
れ
る
「
南
関
東

地
震
」の
被
害
は
、東
海
地
震
の

10
倍
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
木
造
住
宅
の
約
880
棟
に

「
中
破
」
以
上
の
被
害
が
発
生

し
、
転
倒
防
止
対
策
を
し
て
い

な
い
家
具
が
転
倒
す
る
な
ど
の

影
響
で
、
死
者
･
重
傷
者
は
20

人
以
上
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

●●新シリーズ●●

｢自助･共助･公助｣と
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東海地震の

被害想定
1

235 4790

　

地
球
温
暖
化
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
重
要
な
問
題
で
す
。

　

実
際
、
日
本
の
平
均
気
温
は

20
世
紀
に
1
℃
上
が
り
、
東
京

で
は
約
3
℃
上
が
り
ま
し
た
。

気
象
庁
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
市
で
も
、
1
9
8
0
年
か

ら
1
9
8
4
年
ま
で
と
2
0
0

1
年
か
ら
2
0
0
5
年
ま
で
の

各
5
年
間
の
平
均
気
温
を
比
較

す
る
と
約
1
℃
上
が
っ
て
い

て
、夏
日︵
最
高
気
温
25
℃
以

上
︶・
真
夏
日
︵
最
高
気
温
30
℃

以
上
︶は
47
日
増
え
、逆
に
冬
日

︵
最
低
気
温
0
℃
未
満
︶は
11
日

減
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
量
排
出
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
中
で
、
影
響
が
最

も
大
き
い
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
有
効
な
対
策
で

す
。

　

二
酸
化
炭
素
は
、
み
な
さ
ん

の
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
か
ら

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
照
明
・

家
電
製
品
な
ど
電
気
使
用
に
よ

る
も
の
が
一
番
多
く
、
続
い
て

自
動
車
、
暖
房
、
給
湯
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素

の
排
出
を
減
ら
す
た
め
、
身
の

回
り
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
省
エ

ネ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
暖
房
機
器
は
室
温
20
℃
を

目
安
に
調
節
し
、
必
要
な
い
時

は
消
す

　

②
冷
蔵
庫
内
は
季
節
に
合
わ

せ
て
温
度
を
調
節
し
、
物
を
入

れ
過
ぎ
な
い

　

③
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気

製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
と
き

は
、
プ
ラ
グ
を
抜
く

　

④
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え

は
電
子
レ
ン
ジ
を
活
用
す
る

　

⑤
テ
レ
ビ
を
付
け
た
ま
ま
、

他
の
用
事
を
し
な
い

　

⑥
シ
ャ
ワ
ー
を
流
し
た
ま
ま

に
し
な
い

　

⑦
お
風
呂
は
続
け
て
入
り
、

追
い
炊
き
を
控
え
る

　

⑧
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
機
器

な
ど
は
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も

の
を
選
ぶ
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

自
動
車
は
二
酸
化
炭
素
の
ほ

か
、
窒
素
酸
化
物
・
一
酸
化
炭

素
・
粒
子
状
物
質
な
ど
の
大
気

を
汚
染
す
る
物
質
も
排
出
し
ま

す
。
特
に
冬
季
は
地
表
と
上
空

の
大
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

こ
れ
ら
の
物
質
の
濃
度
が
高
ま

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
大

気
汚
染
防
止
の
た
め
、
自
動
車

の
使
い
方
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

自
動
車
の
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
運
動
不
足
の
解
消
・
健
康

維
持
の
た
め
、
近
距
離
は
徒
歩

や
自
転
車
で
行
く

　

②
外
出
は
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

　

③
車
内
の
不
要
な
荷
物
は
降

ろ
し
、
車
を
軽
く
す
る

　

④
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正

に
保
つ

　

⑤
暖
機
運
転
は
せ
ず
、
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
出

発
す
る

　

⑥
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

を
心
が
け
る

　

⑦
交
通
状
況
に
応
じ
て
定
速

走
行
に
努
め
、
急
発
進
や
急
加

速
は
や
め
る

　

⑧
車
の
購
入
時
は
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
低
排
出
ガ
ス
車
な

ど
の
低
公
害
車
を
選
ぶ
。

　

問　

環
境
保
全
課
︵
電
235
・

4
9
1
2
︶
。

～病気やけがの早期発見・治療に～

医療機関は上手にご利用を

一人ひとりが心がけを

地球温暖化防止と
        大気汚染防止

一人ひとりが心がけを

12

1

海老名市内の地震被害想定  

この表は、市内における地震の被害程度を過去の地震から想定し、
被害を最小限にする対策や応急・復旧対策を検討するために作成したものです。 

◆想定地震と気象条件など 

▽名称　　東海地震　　 ▽震源地　　駿河トラフ（駿河湾内に位置する）　　 ▽規模　Ｍ8.0

▽発生時期　　冬の平日・18時　　 ▽天候・風向・風速　　晴れ･北西･3㍍/秒 

◆想定される被害

崖 被 害 数 10未満 救出件数（低難度） 60 重 傷 者 数（人） 20

木 造 大 破 棟 数 230 燃え尽き棟数（木造） 0 中等・軽傷者数（人） 90

木 造 中 破 棟 数 650 罹（り）災者数（人） 960 上水道支障率（％） 6.5

非木造大破棟数 40 避難所避難者数（人） 290 電 気 支 障 率（％） 0.1

非木造中破棟数 70 疎 開 者 数（人） 350 電 話 支 障 率（％） 2.8

救出件数(高中度) 6 死 者 数 （人） 10未満 都市ガス支障率（％） ０

※救出件数（低難度）60件のうち9割以上は、発災直後、地域住民により救出
※大破…そのままでは住めない状況
　　中破…そのままでも住めるが、かなりの修理を必要とする状況
※死者･重傷者は、倒壊した家や家具などの転倒で下敷きになった場合が大半

 

 
 

〔参考〕地震の強さと人や建物に与える影響   気象庁震度階級関連解説表から抜すい

震度
階級

人　　　間 屋内の状況
木造建物

Ａ：耐震性の低い住宅
Ｂ：耐震性の高い住宅

5弱

○多くの人が身の安全
　　を図ろうとする
○一部の人は行動に支
　　障を感じる

 
○つり下げ物は激しく揺れ、棚の食器類、書
　　棚の本が落ちることがある
○家具が移動することがある

○Ａは壁や柱が破損するこ
　　とがある 

5強 
○非常な恐怖を感じる
○多くの人が行動に支
　　障を感じる

○棚にある食器類、書棚の本の多くが落ちる
○タンスなど重い家具が倒れることがある
○変形によりドアが開かなくなることがある

○Ａは壁や柱がかなり破損
　　し、傾くことがある 

6弱
○立っていることが困難
　　になる

○固定していない重い家具の多くが移動、
　　転倒する
○開かなくなるドアが多い

 
○Ａは倒壊することがある
○Ｂは壁や柱が破損するこ
　　とがある 

6強
○立っていることができ
　　ず、はわないと動くこ
　　とができない

○固定していない重い家具の多くが移動、
　　転倒する
○戸が外れて飛ぶことがある

 
 

○Ａは多くが倒壊する
○Ｂは壁や柱がかなり破損
　　することがある 

７

○揺れに翻弄（ほんろう）
　　され、自分の意思で行
　　動できない

○ほとんどの家具が大きく移動し、飛ぶこと
　　もある 

○Ｂでも傾いたり、大きく破
　　壊することがある 

便
利
で
す
！「
え
び
な
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

登
録
は ebn-i@

posh.jp

あ
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
生
活
安
全
課
へ

※市ホームページで「海老名市地域防災計画ダイジェト版」を掲載しています。

療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
方
と
、

1
カ
月
に
15
日
以
上
医
療
機
関

に
か
か
っ
て
い
る
方
の
自
宅
を

訪
問
し
、体
調
や
病
気
、受
診
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
を
受
け
、健

康
で
元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
訪

問
の
日
時
な
ど
を
連
絡
し
、
当

日
は
、
顔
写
真
入
り
の
名
札
を

付
け
た
、
市
の
保
健
師
が
訪
問

し
ま
す
。

　

問　

保
険
年
金
課
︵
電
235
・

4
5
9
5
︶
。

か
ら
適
正
に
保
険
請
求
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
、お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　

申
請
を
忘
れ
ず
に

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

申
請
を
す
る
と
、
入
院
時
に
医

療
機
関
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
必
ず
保
険
年
金

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

問　

同
課︵
電
235
・
4
5
9
5
︶。


